
福島県へのスクリーニング支援団の派遣 

 

3月 17日 

 

 

福島第一原発の事故に係る放射性物質の汚染について、避難住民を対象とし

たスクリーニングに対する協力要請が福島県からあったことを踏まえ、独立行

政法人国立がん研究センターでは福島県に医師、検査技師等からなるスクリー

ニング支援団を派遣します。 

 

 

１．団員 

（団長）伊丹 純  （医師：放射線治療科科長） 

      跡田 直利 （技師：放射線診断部呼吸器撮影主任）  

      木村 保夫 （事務：総務部総務課文書管理係長） 

 

２．派遣先 

   福島県内の避難所等 

   （具体的な活動場所については、現地本部の要請を受ける） 

 

３．現地での業務内容 

   現地スタッフに協力して以下の業務に従事。 

① スクリーニング 

② 除染 

③ 医療機関への振り分け 

 

４．持参する器具 

・サーベイメータ 

・防護服（タイベックススーツ） 

・モニター線量計 等 

 

５．派遣期間 

3/17(木)～3/20（日） 

 


